
 

バス運転者魅力発信イベントの概要 
 

 
イベント名 「バスええやん！ バスどらフェス in 京都」 
開催日時  令和 6 年 12 月 15 日（日）10:00～16:00 
会場    京都運輸支局構内・京都自動車会館 
主催    一般社団法人京都府バス協会 
後援    国土交通省近畿運輸局京都運輸支局 
      京都府 
      京都市 
協力    独立行政法人 自動車事故対策機構 
      一般社団法人京都府バス協会 会員各社 
 
目的    ・ バス運転者については、従前より担い手不足により、運行に支障が出るような 

状況も見られる。各社とも運転者確保に向けてご尽力いただいているが、貸切バ 
ス運転者も含めて人員確保が困難な状況である。 

      ・ しかし、バス運転者については、必要となる運転免許などのスキルに対しての 
不安や不規則な勤務体系、他産業と比べた場合の労働条件などから、職業として 
の魅力に乏しいような風潮もみられる。 

 
      ・ そのため、バス運転者は魅力ある職業であることをアピールしてイメージアッ 
       プを図るとともに、バス運転者希望者の確保に向けて一助となる取組みを行う。 

特に、 
①  大型二種免許取得・大型車運転に対する心理的ハードルの解消 
②  バス運転者は魅力ある職業であること 
③  低待遇であるとの誤解の解消 
④  バス運転士就職を考えている方々のご家族等に理解いただくことな 

        どを目的に、情報発信するもの。 
 
来場対象者  バス運転者を希望する者はもちろん、少しでもバス運転者に興味のある方など、 

広く一般市民 
  

年齢、性別は問わない 
 
       （参考） 

当日の来場者 約２５０名 
        
 
 

参考資料５



 

 
 
実施イベント 

①  バス運転者などによる座談会 
    座談会１：大型二種運転免許取得にあたっての感想、実際の運転技術について 
         （年齢・性別を問わず大型二種免許取得は高いハードルではないこと 

をアピールする） 
 
    座談会２：実際にバス会社の運転者として感じる魅力、実際の勤務の実態について 
         （いろいろなところに行くことができる、地域に直接役立っているなど） 
 
 ② 実際のバス運転席を開放し、運転席やミラーの視点など大型バスを実感いただく。 
   （来場者が運転することはない） 
   （防犯装置が設置されていることから、運転席内撮影禁止） 
 
 ③ 大型バスの運転イメージをつかんでいただく 
   ・ 運転訓練車による訓練でどのようなことができるか 

（アイマークレコーダー等の活用による訓練など） 
   ・ 実際にバス（EV バス）に乗車していただき、運転のイメージをつかんでいただく 
   ・ 自動車事故対策機構の適性診断用運転シミュレータを用いて「適性診断」の一部を体 

験いただく。（シミュレータの操作などの適性診断結果を通じて運転の癖の把握し、会社 
の訓練に活かされることをＰＲ） 

   ・観光バス（バスガイド乗車）によるミニバスツアー（京都市交通局整備工場見学） 
   ・映画「つぎとまります」の試写会 
     （興行権の関係で広報チラシには載せない） 
   ・デルタ自動車教習所における、運転体験会（令和 7 年 1 月１４日）の申込み受付 
     （運転体験申込みのみを目的の来場を避けるため、広報チラシには載せない） 
 

④ バス会社によるアピールを行う 
   ・ 各会社による個別説明（就職案内ブース） 
   ・ 決して低待遇ではないことなどをアピール 
 
 
その他  

本イベントは一般的な利用者向けの感謝のイベントではないため、 
・バス利用促進についての過度なアピールはしない 
・物販は行わない（主催者から来場者向けノベルティグッズ配布あり） 
・バス運転者希望者のご家族、お子様の来場、イベント参加等は歓迎 
・いわゆるバス愛好家層（マニア）の来場も否定しない 










